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＜連絡事項＞

・8/28（木）と8/29（金）に黒沢薬局長による院内研修が行われますので、参加して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・松尾　陸奥彦様～本人の希望にて食事形態が大盛りから普通盛りへ変更となります。また、「牛乳を飲むと下痢気味になる」と訴え聞かれる事から牛乳禁のヨーグルトへ変更となります。食事の際、間違いのないように注意して行きましょう。

・助川　節子様～9/1（月）にリラの家への入所が決定しましたので、8/29（金）13：30より西病棟Ａユニットのミーティング室にて退院療養検討会を実施します。退院時処方等に関しては、退院療養検討会後に行って頂くようにして下さい。

・新井　圭次様～栄養状態改善の為、エンシュアリキッド（たん白アミノ酸製剤）1日1本7日分が8/28（木）より処方となっています。食事の際、摂取状況の観察をして行きましょう。

・古川　富蔵様～栄養状態改善の為、8/29（金）よりエンシュアリキッド（たん白アミノ酸製剤）1本　1×朝後/7T処方となっています。毎食後、忘れずに飲んで頂きましょう。また食事の際、摂取状況の観察をして行きましょう。

・小泉　康政様～胸の辺りのモヤモヤ感を訴え、「薬が変わったからだ。先生にも伝えて欲しい」とあり、主治医へ情報提供しています。主治医より現在、服薬調整中である事を説明するよう指示がありましたので、訴え聞かれた際は説明して行きましょう。また、身体状況の様子観察も行っていきましょう。

・松橋　清子様～食事の際、主食のみの摂取多く栄養状態も良くない事から、8/29（金）の朝食・昼食時に試験的に、主食へスキムミルクを混ぜたものを食べて頂く事としています。食事誘導へ付いたスタッフは、配膳時に間違えないようにして下さい。また、食事摂取量の観察をして行きましょう。

・松川　順子様～8/29（金）9：00～10：30、精神保健福祉手帳更新のため外出となります。主治医より外出許可が出ています。付き添いはソーシャルワーカーの末政さんです。

・菅井　浩子様～脱肛あり肛門部の疼痛・排便時の出血が見られる事より、Dr小坂より診察して頂いています。肛門部の消毒・軟膏塗布を行っており、様子観察の指示が出ています。ネリプロクト軟膏（痔疾用剤）は継続使用との事です。次回受診は9/11（木）の予定となっています。肛門部の疼痛の有無の確認、排便時の出血の有無を確認して行きましょう。

＜自己服薬管理者評価・検討＞

・Ｂユニット…チェック忘れ、飲み忘れ等なく出来ています。

・松川　順子様…チェック忘れ、飲み忘れ等なく出来ています。

＜コメディカル報告・検討＞

・上田　尚弘様～スタッフや家族への不満を話す事が多く傾聴しているが、他者への対応等で傾聴出来ない際はブツブツと独り言のように呟くなど、OTスタッフの気を引こうとする仕草が見られています。また、作業終了の時間になっても片付けを行わない、棚の陰に隠れる等の行動もあり、ルールを守れない場合は注意・指導を行っていきます。本人の行動を全て否定するのではなく、出来ている事は評価し本人の意欲向上へ繋げて行けるようにしましょう。また、作業室にて他者が居眠りをしている際に「そんなに眠いなら来るんじゃねぇ」と通りすがりに話す等の行動見られる為、他者とのトラブルにも注意して行きましょう。

・松尾　陸奥彦様～本人の希望あり、水墨画を行っています。水墨画の入れ物を工夫する等、自分で考える事が出来ていますので、継続して様子観察して行きたいと思います。

・清水頭　翼様～作業療法を導入して2週間ほど経過しています。参加時の拒否は無く、取り組む事が出来ています。東病棟に居た際、余暇時は臥床傾向で作業へ参加される際もパジャマで来る事があり、生活リズムを整える為にも着替えを促すとすぐに行動する事が出来ていました。現在は本人の希望で1000ピースのパズルへ取り組んでおり、「自分の力だけで完成させたい」と意欲的です。入院前、他者への暴力行為や女性への接触もあった経緯から、衝動行為や女性への過度な接触が無いよう注意して行きましょう。

・市川　真紀子様～作業時、東病棟の浅水洋様へ手紙を書く等の行動見られ、「夢遊の時にスペインでお世話になったんです」等の妄想に左右された発言も聞かれています。作業へ参加された際は、男性患者様との過度の接触が無いように様子観察をして行きましょう。

＜Dr川端担当患者様ケースカンファレンス＞

・三浦　るみ子様～前回の外泊訓練時に家族勉強会を実施しています。父様がアルコール依存症に関して理解が乏しい様に伺えましたので、今後は父様へ対してもアルコール依存症に関する説明・指導をして行く必要があると思われました。また、本人とは今後、どのようにして生活して行くのか？を検討して行く予定です。

アルコール依存症治療プログラムのレポートに関してですが、まとめて記入するとの事で提出が滞っている事がありますが、主治医より少なくても構わないのでその日の内に提出するよう説明を受けています。

＜Dr川端　診察＞

・三浦　るみ子様～8/29（金）朝、採血の指示が出ていますので忘れずに実施して下さい。

本人より咽頭痛は軽減されたという事でダーゼン（酵素製剤）止め、朝なかなか起きられない事からネルボン（5）0.5T（催眠鎮静剤）止め、胃痛はないとの事でムコスタ（100）3T（消化性潰瘍用剤）が止めとなっています。その他は同内容で臨時処方となっています。また、両下肢の筋肉痛を訴えていますが、そのまま様子観察との説明あります。

・山田　隆雄様～両手の荒れが目立って来ていますので、ハンドクリームをきちんと塗布するよう説明あります。手荒れの様子観察とハンドクリームの塗布の声掛けをして行きましょう。

